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　　　　　〆
　　　　　　　　　　（ノθ　．



郷洞として・も・この密ラ々国際蜥看努の鰍

に瞥興すろ二と艮び集中豪爾〉辱め！麟気象現．象

の皇図な近目橡三体菊な計車iぢ吟綾め団礫婿

餐確雇及び秘溜め綴勲ケット等め孜欄発

意謂和を勘実して建やろ毛の∠する力歌艦和勿

恥初頭ゴろの実用悸冒欄子陣歯象衛星
、ク）議身翻づ乞梯渉わフ≡三．し＼o　　　　　　・”　　　　　　　、

碗●

丑領地衛星の閣発打珂に写する四望

　欧気球型測地萄蓬の打上げ＼　・　．．・　　・曽

　　　職耐嬉恥ゴ三三レて・御タ／昇蔑～一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1……

　　⇒＼ら穂薄を埠めゑ一　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1
一の打上ユ拘目：釣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　1｛

　　　　黙黙臨の薩立・国内漉三細槻丞・　一◎

　　離皇1塩暗め瀧等　　・　　　　　　、

　④噺峯φ凝準

　　　賜物噸婦・レ残の魏賄．
　ρ）＝橋’直・・

．、。ん本　　邦題隣綾気球直姪ノ。殊一弄種…思し
　　　　　　　　　　　で2，　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　ざ　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i2
　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　週
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　・・レゲ灘、キエーブゴrゲフ。リズx・

　　　　　　　　　　　　（ノ皿／よ♂の，！腐、〃，〃掴：1

　（4）一里　皇’

　　　／ク〃孕ヌか0！く3（打上ザ容番を信革））

　‘）1軌道　．　冒’

　　　ノ頃希5汐虜三族、池上畜侵ン〃∂〃κ夙の円軌遣

．　6）・四三

傭ロごr／葬農

総和全ヌ量感

聴道譜鱒：襲

三
一

三孝
面

繋作・裁蕨

打　二げ
、　

2．懸型測地衡星システムの所究

　・繍60昇蔑め象朝’ヒ．．を自森に・衝星を用＼＼た鶴夜

洌肛システムヒ関す網査瀬究を竹ち

　の　日　　的

　　　地ヒ及が海；面上．におけろ毒覇褒め三豊：決1定

　口　）てステムの機罷　　”

　　　籔によろ躍麹i反が距離…隻化の測笈，賛芽才〃スミ彦

　　　＾鍛　　　，レ3≦　　　、一・．　　　’
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　β）町究吾r：重，

　　　1泥沼ロ，6画ノ’耳凄かち獺査三）鞘戻す；る。

8与冷雨発計動て三和よ・嬢茨定）察

寄π章．閑癸誹画

暦ノ即入≠鋳望の糀直一

　　　ノぐ　i閣翻点点⑱房之方　　　　層，　　9　．

　　　　“）鋳利用の分蜀の人ま衡星につい1（ぱ

　　　　　④旧臣については、～ヨ：本心地竜1、の確．

　　　　　立・三内測地三角細の琵正、七島め位置

　　　　　茨髪等を目釣とし夕露期打」げを自擦

　　　　　　に蛎てし＼るレザ光辮煎麦二挺

　　　　　珠揚星の膨面鰯蒔願勲がレ，ザ洌

　　　　　麟欝の噸繕殉慰噸に一泡・

　　　　　ルてい勧ご、信証ぱ鞭を打レ伯

　　　　　橡rに聞；発を幽める．

　　　　④／繰㊤だ繰り下げるグ　　　、

　　2・閑環針画　　　　　　　　　　、一

　　　．②寿1煽吻懸人手纏あ出発

　　　　　　　　　　（／ω、’噛　　　　　　　　　　　㌦

　
　

1
｝

　
l
l
　
　

　
樋●

　
　1
…

！
／
1
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　　　　　　㊧　旧地堵星’．

　　　　　　　：測地琢星ぱご日本測地．原紫の荏立．、面

　　　　　　　丙測地三萄綱の規正、：三三の透立置浅三尊

　　　　　　　を目舶とした腐星で聯ユよ寄誓弓打」コデ

　　　　　　　を溢泌として鱗寒n着手診・
　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　1．　・・（3⊃入工衛星め禰皐’

　　　　　　⑤’論証

　　　　　　　　：広域測地測量の亥博向と艮び蕩面上二1こ

　　　　　’拐同志回目働レて・耀
　　　　　　　却1＼た騨灘システム｝ニク・’て蜥

　　　　　　し毒血」包め参・’

　　　　　　　　　　　　　＼
鋳3節　　一’　．・一．　　　　，、

一a人エ衡星の細論喰雲な勉設
　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　（噛め駒亥を直カ託す急⊃

　　　ざらに、測蜘星剰印1嚇急劇幌測滝竣を猷充

　　聚擁錫。

　　　　　　　　　　　（！5つ
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π・豪験甲航杢・游事衛星の開発、打」穿に関する駿

／瀬荊勃額φ多雨無恥薙レにっし・祖㌘

　　靴め航空＝衡星および海事衛星シスヲA闇・癸の堺敢

　　す務窮蛎峨遡の錨職重ビき従

　一砿毒と考之るソ

ーω聯’㊨3 ?wなる尽．ξ期1壊古謡奎騨

　　・芙用筍星（嘱）乏開発レ打よ：4ゲ’るこ∠・㌧

　　丈l！’纈フ8『噸噸協畑鼠掬に士爵畿衛星／v『．

　　　響（畷遊験伝慰蠕止鰍磁土　ブ叉

　　’回診主要三三ミソシヨンφ一つを航室およが噺

　　　星シスアムの閣謎に麓婁な戎術とすること。

2・上紀参†動組込みヒ伴し＼妬心物物薪衛塁

の縁勧三三癖甑の磯の権継〆之ま，
、たは 苟ﾋ血聯星∠％『『…’

ム生動二心醐ザ擁魁鮪瑚1のぎ
　のとおりごあ：る、

　（ノ）　ア又．Dカ＼カナダトま銑よび；Eβ尺∠クグ）闘て触隻められ’

　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　’．（1ん・

⊥
層
i
一

μ
h
層
置
巫
厘
μ

　ていろ共固ハ笈R〃β・4丁；評ン面計画に二は・当初ヴま乎0’

　尋で勿葬働豪験ゐミ菖ま～｝tて…フまい二と．．

の1アメ卿ぞはすで・1鱗↑ε一夕融が訂5’ム

　によグ歯髄およが海…夢衛星閉箆の集嵌カミ襯峡に兵

　施ご1潤している1こ之．。

③7x励囎肉感〃駅工一s冷桐本紘平孝
　お・よがゴく而洋に打上げトら肌ゐ力心　てれ1ま実昂・衡：釜●て“

　あり豪豪語とレてば直当でない’こ乙

④　】E’91～∂谷閑癸キの’廉恥周落奉衛屋Pイ4尺〃ず5

　はカタク痛上ヴ親ご易ろ颪その静止柾置、4・

　40聖ビ日本力＼ら’は奥え珍いこ乙・

ω卿ω韓藍く・雌、め沸て・・麺暗晦物星

　ジスヲ4薮立φ可能椎雰爺＼＼oと』’

㈲レ人上め亀頭を組するど憩・椅釆蹴挙および血紅

　の両衛望システムあ果痩減舷至であみが・システA

’のｼ並ズ汐一猶賄三図欄’鰹
　盈彪の敢扱B法ご繁・翻1細首菊ζΣ》今鰭沃を渇す

　ゐ転寝薫も少窪く港ぴ語に毛つ＼・わらず・衆智詞凋

　県‘＝お｛・て勧票調弁剰肉できる鮪季1才盆く像砺

ゼ7ノ
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’ク）馳こ欺靴欧糊圃は列鮪上、掛動ある侑重二．

　　を壱・めて菩L宙学ミ旅乏行うこ∠「が汁弓穿芝で・あろの1ど・、　ぞ㌧

　　〃しらにより掬鰍な雌を固め禰くものと思お、に
’

　　る。．　　一・’㌧一マ，　噛’一，1

　　両シスラム注無効一応轟轟る貝込みの．

　　卿鞄としては・このあう琢牧衡約恩恵れ乏とろこ

　　とは釧勉囲際的な一三、掲釆の耀の雛あ以

　　三二徐群・瑚叢の面ぐ燭孫刑を細くお．

’回れ於あろめぜM独自の宛銅壷話語萄クことによ

　　’フて乏の探物の」二歩を図心9と灘婆である∴

4・飼発すべ、き傷蓬」ま・二三用あ実験衝星め場倉1ま望量

　ラ切賜’耳…該の3勃魏晶晶静止藁囲となる認・

　わ恥る・尋た較勿諺帳錆星の錫台ぱアンラナを含むミ．

ツシヨン澱巻として鮒雷鳥伯一P壱歴裂レ、・．

　豪・族｛時ヒは30〃鴇！醸の直流鷺＝力乏湾賓：…鯵と恩わ

　収ろ一4乙〃6・》刃ま、．の左、ρ■尺8〈舶訴訟表示．用寒

，癬織）用舛三三三訂」顔すろ1審φ＼．可能隊ら・

ば解・ノトビ払タンテちある・熔ア・ダブテグヒ㌧

奈アンヲサの二藍を特うように鹸’き之痴ろう。

6！2，
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σ’，観の4多正に関する嚢

／、　ノ4環「くカ、ら4竹目

　　フ）ナダ’1＝より；航空衛星1＝蘭すな三三，A三尺・・クε・4丁’

　　　　　　　　ハげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮L、．加・．　　・　蓑　　翼

2．　32貫「：くがシ3竹宙

　㍗4z三尺汐へSAアi評緬参や画
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　／　逸膨星の履望

　　　彪荒園星にフいては、麗差じ実駿用キ鰯止血島

　　・衡星（cs）の終発を有っている於．世界各璋動感・・け・

　　う囲叩画多備皇の気葉化め褒敗災薯爵1三話，けろ撫鞄・

　　画1き網の黒駒・算要佐職制＼、んがみ・、こSの鴫発の威

　　累及∂漢蕨舶累を彪まネそ櫛呑つ箸バ中頃’に蜘に

　　朝する重嬉痛壕の打上、ゲをちうこ∠とし、　二のための

　　衛多乞を）勧）る｝こ，と．と．したレ㌔

ス寒蘭懲悪の展望

　　　づ蜘雌1守伽『1ま・斑、・嫌閉三型放送艇㈲＾の

　　の閑癸を1行フぞ：いる：於、．再開、二狭する雄彪彦ヒフい・．

　　烈よク継硝星の填術於国際鈎にも曜立レて・＼麹・こ∴

　’と綿噛劾鰐糠働罪す猜勢の塩馳彦壕
　　する！蝿盆鈎ろ二と讐にがん聯いβ5～誘’すろ閑発

　　あ威尿及が突錨累を械＞k謄ま之（、1稲1和よ。舛代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　微半物」コ拷二肱ヒ斗のため・蕨を働る

　　＝二と之レつ三．1㌔

（ユρ♪

・ぞ　移動憲務用孟慮衛星

　　健忘・恥望当無の惣勤1本とめ痴ほ醗シスチちは呂

　復、溶章客に問距が多く、これを放答隠る彦めヒぱ衝星

　通膳》ズヲムめ再入が冠甘雨あろ．歯面蜘にめ・この

細動ψい擁癩趣味勤れてい軸
比濾し・2臥畔画論％幽虚蝉く・これ

総点ね櫛％磁力こ闇にヒっで車炉心で
　あ疹太単蝉、〆ンド洋’＝わ、ける尊入るミ酬ろおそれカミ

　あろほが衝星駈ステムについこも我ボ忌め点点毛参

　致レかい嬉秘ミ魁の画三保にズ盆な閥虚を庄じ珍可

　得色性r力令ある、

　　Pのためく富力魍φ圃益1『治致捗ろ面訴訟訴用盈彪

　婚星セ冬テムについぐ昇急にシ入テム：及ボ亀ミツンヨン

澱臥㍗て敢を勘て・・ぐ・こととしたし㌔・と物

　．9こ9衛拍ま顕」舗星誘画論φマ閣鈎鵜を縛

　つ毛捉・あそ悔ぬ無き薦星（．05）、放送此後（βの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
．欄発の野帰べ凶娃かしZ嬬砺論評めたし忌・

　　　したがって寿宙：閑発参や重1あr人エ惑星め斑充」の〕玖・

　に千記め：接目を無口ぐれアこい・　，．　、

（2ρ
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　　　　　　　　　　　，：記　　　　．魑．

移勤幕務縮劃き三星　1　一

　　処藤とと吉にあわぜて三門レスラムの改善ヒ蛮ブ

　　骸かこれら移動躯の三門必ら；∠を目葡ど・

　　9た回り閣祭～＝ついて聯コ8〃瑠｝中墳め打上’

　　ザを想定してのシスラム及参ミソ〉ヨ〉畳め衛隼

　　を長める。・

4　露離灘オ衡星　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．

　　’融1ミあ嬬蜘勇め獅問磁禦・甥鮪の毎鶴

釣b三三伝その緒稟を娠風鶴の．鱗蛸置南に屡要＼・

塗勲寺轍四獣翻1脅　爾うたρ理年・駒
ケレ弓打ニヒザを自壕とレて、麟霧観彦擶宏∫∫∫）

　髪蘭多紳ぐあ参ヘヒ記旨魯旧知ぞ1亀めには寡期

にわた志田峰蜘班やこ瀕ノ螺図るまた
箆麟蓼揃％ご痴する嗣際簾寄こお、、ζも叡カミ動ミこ

　め；種の紹望を打上。ゲろ，ことボ強く猟されて・いる。’

　　’二め肋ぐ脇5「〃望庚打：ゲめ上記エ5εヒクづ

2コ．）

いて・／蔭型の衡髪（エ・∫3一∠）差…薙和乱z舛浸1二打，、・

埋る諺雛たい・ごら旧びラ城尿蹄
塵ゆ輝嘩嫉二二磁～ミ毛どづ饗鯉
の麟聯膓星（エ55－3）芝粥珈云「4客餅に打

上」ヂろ二∠を目盗とレてざラヒ疏究を童めろこととし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンたい。▼ @　　　　　　　　　　　　　・’

この励・上記趣湯欝宙融摯卿あ夷絹撰星
め閣貯め三門が人血門門究の頭に皐クニむこととざ

オしたい。

．■

　　ケ　敷旗劃衡星

　　　　　　　　　　　　　　　へh　　　上記贈縫刻纏め開：発の威票婚々墓グ’き・聯

　　　門下。あ＿忌め充実化を四るとと右’客、漁三三』射

　　　箸を与：之う穿宙魏畿釦鏡則、穫演に一よる：地球藪

　　　，境めリξ斗センシyゲ鱒を髪鷹的、力玖紐鰍に．

　　　信次ど顔耽し吻塩励動鰍嶺叩ち
　　　上」ダるこ∠・を目ン畷に研要の三・ソシヨン；麟の痴．究を

　　　侍r＞（二∠．∠，し吏三し、。

　　　　　レた施て・舘関鶏動「み三巴あ観ゴρ

　　　頂1乞ユ＝参麺旨を豊加さノヒしたし＼。

　　　　　　　　　　　　　（『，一

　　　　　’　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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　　　　　6・本翔磯星・．，．　　．． 一

∴授騰象犀型（ま丁5一』わ●巳おいて祷家め犬

鱗雨晦の軽1γ峰な勧鞠物吐御太軸心

勉㈱レ磁鱗の擁一砥齢刀心g碇綱）銀‘

、脂蝿立論こと朔薫る箆も郎。の嫉錦．

碧御無熱を鰯東漸の轍面して塔ゴ
　ーヂー二榔要繍い噸鋳の嫉を妬論意（飾辣
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　上」：デ参＝：一、とをL目標と．して㌧＼多。　　　　　　　　　　∩　　　　　　ム

　　し励ミクて▽こん拭砥用された晩気1ま謡言閣鄭、ガ’．

稠一め捌ぢにも紹な影瘍臨之るもの一房之猟る。
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剰用力者握さA循綾め衛星乞賜発レ劫とつる場合1てば、
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2、測：彪衡星シスラA客の衝「究について

一㌃本四地縫の絹画鉾何回を旧約としく画地

’鮪星シスヲム等の疏・究を動ゐ。噛

上記蓼望争現渥ザぎ、穿宙囎溌計1勇．（肥私今三農沃冒

淀）なを》肋ようヒ疎められたい・
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